
褒

賞

皇
室
事
項

官
庁
報
告

氏
名
年
齢
所
属
団
体
名
及
び
そ
の

地
位

略
歴
備
考

平成™š年›月›日 月曜日 第œœ™Ÿ号官 報

浅
沼

邦
武

荒
木

昭
三

大
内

幸
男

玉
造

賢
次

出
川

昭

本
間

茂

前
本

英
信

宮
田

薫

村
井

研
三

山
小
瀬
光
則

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

池

次
雄

加
藤

昭

河
野

典
明

黒
田

隆

須
甲

勤

（
静
岡
県
警
部
）

松
岡

義
孝

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
七
日
）

小
林

正
藏

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

小
坂

八
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

永
谷

昭
夫

眞
壁

政
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
八
日
）

辰
尾

貞
義

田
中

泰
治

藤
田

修
康

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
大
阪
府
警
部
補
）

大
場
傳
太
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
三
月
一
日
）

（
長
崎
大
学
名
誉
教
授
）

古
田

庄
平

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

丹
野

一
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

岩
切

三
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
三
月
二
日
）

見

勝

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
三
月
三
日
）

藤
岡

文
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
三
月
六
日
）

紺
綬
褒
章

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
を
授
か
っ
た
者
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

杉
山
留
美
子

西
山

フ
ミ

河
口

龍
夫

浅
野

壽
一

ˆ
橋

滋
子

駒
田

哲
男

駒
田

陽
子

東
山
と
し
子

郡
山

宗
英

石
丸

芳
惠

阿
部

英
男

田
村

太
志

羽
賀

正
行

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
飾
版
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
並
び

に
賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

辻

啓
子

福
武
總
一
郎

手
塚
登
久
夫

立
岡
百
合
子

長
岡
今
朝
吉

日
比
野

尚

山
本

佳
英

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け

る
（
各
通
）

褒
状公

益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

医
療
法
人
青
峰
会

福
山
通
運
株
式
会
社

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
茨
城
県
本
部

群
馬
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

東
京
都
民
共
済
生
活
協
同
組
合

褒
章
条
例
第
二
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

追
賞
褒
状

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

故
倉
地
與
年
遺
族

篠
澤

潤
子

故
北
垣
和
雄
遺
族

北
垣

幸
子

故
池
田
昭
三
遺
族

池
田

邦
子

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯
を
授

か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
林

勝

u
田
八
十
吉

板
谷

靜
子

鈴
木

ふ
く

山
岸

ス
ヱ

今
屋

榮
惠

田
ロ

フ
ミ

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
並
び
に
同
第
五
条
に

よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
飾
版

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
を
授

か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

幡
谷

祐
一

佐
野

ぬ
い

坂
口

功

粟
村

大
吉

森
長

尭
X

山
本
庄
太
郎

小
嶺
ス
ヱ
子

冨
山

俊
雄

馬
渕

隆
一

坪
内
紀
美
江

高
須

克
彌

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
授
け
る
（
各
通
）

追
賞
賜
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

故
富
田
泰
司
遺
族

富
田

貢

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
三
月
三
十
日
午
後
三
時
十
二
分

御
出
門
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
避
難
者
を
御

見
舞
の
た
め
、
東
京
武
道
館
（
足
立
区
）
へ
行
幸
啓
、
同

五
時
二
十
三
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

官
庁
事
項

事
務
所
の
廃
止

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
航
空
整
備
管
理
セ
ン
タ
ー
は

次
の
と
お
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

海
上
保
安
庁

一

廃

止

先

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
新
港
一
e

六
e

二

一

郵

便

番

号

二
三
一
e

〇
〇
〇
一

一

電

話

番

号

〇
四
五
e

六
四
〇
e

一
一
一
八

一

名

称

航
空
整
備
管
理
セ
ン
タ
ー

一

業

務

終

了

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

一

問
い
合
わ
せ
先

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

総
務
課

〇
四
五
e

二
一
一
e

一
一
一
八

労

働

~
１
所
属
団
体
名
及
び
そ
の
地
位
の
欄
に
は
、
そ
の

所
属
す
る
団
体
及
び
そ
の
地
位
が
二
つ
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
全
部
を
列
挙
し
て
記
入
す
る
。

２
略
歴
の
欄
に
は
、
被
推
薦
者
の
所
属
し
、
又
は

所
属
し
て
い
た
団
体
に
お
け
る
略
歴
を
記
入
す
る

こ
と
。

国
家
試
験

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の
規

定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

今
般
、
鹿
児
島
労
働
局
の
関
係
事
業
主
を
代
表
す
る
者

川
邊
孝
昭
の
辞
任
の
申
出
に
伴
い
、
労
働
保
険
審
査
官
及

び
労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
2
6号
）
第

５
条
及
び
同
法
施
行
令
（
昭
和

3
1年
政
令
第

2
4
8号
）
第

２
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
欠
の
関
係
事
業
主
を

代
表
す
る
者
を
指
名
い
た
し
た
い
の
で
、
資
格
が
あ
る
事

業
主
の
団
体
は
、
下
記
に
よ
り
関
係
事
業
主
を
代
表
す
る

者
の
候
補
者
を
推
薦
さ
れ
た
い
。

平
成

2
3
年
４
月
４
日厚
生
労
働
大
臣
細
川
律
夫

記
１
推
薦
資
格
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
4
4年
法
律
第
8
4号
）
第
３
条
に
規
定
す

る
労
災
保
険
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
関
係
の
成
立
し

て
い
る
事
業
の
事
業
主
の
加
入
し
て
い
る
事
業
主
の
団

体
で
あ
っ
て
、
鹿
児
島
労
働
局
の
管
轄
区
域
内
に
組
織

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
推
薦
手
続
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
別
紙
様
式
に
よ

る
推
薦
書
の
正
本
及
び
副
本
に
候
補
者
の
履
歴
書
２
部

を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

３
推
薦
締
切
日
平
成
2
3年
４
月
1
5日

４
推
薦
書
及
び
添
付
書
類
提
出
先
鹿
児
島
労
働
局
労

働
基
準
部
労
災
補
償
課

様
式

平
成

年
月

日
厚
生
労
働
大
臣

殿
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
名
印

参
与
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
と

し
て
、
次
の
者
を
推
薦
し
ま
す
。

平
成

23
年
度
検
察
官
特
別
考
試
の
施
行

平
成
2
3年
度
検
察
官
特
別
考
試
の
施
行
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
3
年
４
月
４
日

検
察
官
・
公
証
人
特
別
任
用
等
審
査
会
長

渡
Ç
一
弘

１
筆
記
試
験

\
期
日
平
成
2
3年
７
月
2
0日
（
水
）
か
ら
同
月
2
2

日
（
金
）
ま
で

]
場
所
東
京
都
東
京
高
等
検
察
庁
（
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
１
`
１
`
１
）

大
阪
市
法
務
総
合
研
究
所
大
阪
支
所
（
大
阪
市

福
島
区
福
島
１
`
１
`
6
0）

２
口
述
試
験

\
期
日
平
成
2
3年

1
0月

1
1日
（
火
）
及
び
同
月
1
2

日
（
水
）

]
場
所
法
務
省
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
`

１
`
１
）

３
出
願
期
間
平
成
2
3 年
５
月
６
日
（
金
）
か
ら
同
月

1
8日
（
水
）
ま
で

４
受
験
手
続
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
平
成
2
4

年
４
月
１
日
現
在
で
副
検
事
在
職
３
年
以
上
の
者
）は
、

所
轄
検
事
長
を
経
由
し
て
受
験
願
書
を
検
察
官
・
公
証

人
特
別
任
用
等
審
査
会
長
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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